
中１８ 練馬区立石神井中学校 

令和５年度 第１学年 音楽科 年間指導・評価計画 （年間４５時間） 

目標 

・曲想と音楽の構造などとの関わり、音楽の多様性について理解する。 

・音楽表現するのに必要な、歌唱、器楽創作の技能を身につける。 

・音楽表現を創意工夫することや、自分なりに評価しながらよさや美しさを味わって聴くことができるようにする。 

・音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽文化に親しむとともに、音楽によって生活を明るく豊かにしていく態度を

養う。 

 

評価の観点：①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度                                        

月 
時

間 
題材名 

題材のねらい 

主な学習内容 
評価の規準（評価方法） 

４ 

３ 

思いを込めて合唱しよう 

「校歌」 

「その先へ」 

曲想と音楽の構造や歌詞の内容と

の関わりについて理解し、それを生か

して歌う。 

③ 曲想と音楽の構造や歌詞の内容との関わりに関心を

持ち音楽活動を楽しみながら学習活動に取り組もう

としている。（授業観察） 

  

３ 

曲の構成を感じ取って歌唱表

現を工夫しよう 

「主人は冷たい土の中に」

「Edelweiss」 

曲想と音楽の構造や歌詞の内容と

の関わりについて理解し、それを生か

して歌う。 

② 旋律・形式・構成を知覚し、それらの働きが生み出す

特質や雰囲気を感受しながら、どのように歌うかにつ

いて思いや意図を持っている。（ワークシート・定期考

査） 

 

５ 

３ 

曲想を感じ取って器楽表現を

しよう 

「アルトリコーダー」 

曲想と音楽の構造や歌詞の内容と

の関わりについて理解し、演奏する。 

① 全体の響きや各声部の音などを聞きながら合わせて

演奏する技能を身につけている（実技テス・定期考

査） 

 

２ 

音楽の特徴に注目しながら情

景を思い浮かべよう 

「春」 

曲想と音楽の構造との関わりについ

て理解するとともに、曲や演奏に対

する評価とその根拠を自分なりに考

え、音楽のよさ、美しさを味わう、 

② 音色・旋律・形式・構成を知覚し、それらの働きが生

み出す特質や雰囲気を感受しながら、その関わりにつ

いて考えるとともに曲の美しさを味わって聴いている。

（ワークシート・定期考査） 

６ 

◆ 

２ 

イメージと音楽との関わりを感

じ取ろう 

「ジョーズのテーマ」「指揮をし

てみよう」 

曲想と音楽の構造との関わりについ

て理解するとともに、曲や演奏に対

する評価とその根拠を自分なりに考

え、音楽のよさ、美しさを味わう。 

② 音色・旋律・形式・構成・強弱を知覚し、それらの働き

が生み出す特質や雰囲気を感受しながら、その関わり

について考えるとともに曲の美しさを味わって聞いてい

る。（ワークシート・授業観察） 

４ 

曲想やパートの役割を感じ取っ

て歌唱表現を創意工夫して歌

おう 

「朝の風に」「君をのせて」 

曲想と音楽の構造や歌詞の内容と

の関わりについて理解し、それを生か

して歌う。 

① 全体の響きや各声部の音などを聴きながら他者と合

わせて演奏する技術を身につけ、歌唱で表している。

（定期考査） 

７

～ 

９ 

２ 

日本の歌のよさや、美しさを感

じ取って歌唱表現を工夫しよう 

「浜辺の歌」 

曲想と音楽の構造や歌詞の内容と

の関わりについて理解し、それを生か

して創意工夫して歌う。 

② リズム・旋律・強弱・形式を知覚し、それらの働きが生

み出す特質や雰囲気を感受しながら知覚したことと感

受したことの関わりについて考えどのように歌うか意図

を持っている。（ワークシート・定期考査） 

 

７ 

曲の構成や曲想の変化を生か

して歌唱表現を工夫しよう 

「合唱コンクールの合唱曲」 

曲想と音楽の構造や歌詞の内容と

の関わりについて理解し、それを生か

して創意工夫して歌う。 

① 創意工夫をいかした表現で歌うために必要な発声、

言葉の発音、身体の使い方などを身につけ歌唱で表

現している。（実技テスト） 

② リズム・旋律・強弱・形式を知覚し、それらの働きが生

み出す特質や雰囲気を感受しながら知覚したことと感

受したことの関わりについて考えどのように歌うか思い

や意図を持っている。（ワークシート・授業観察・定期

考査） 

③ 音楽活動を楽しみながら学習活動に取り組もうとして

いる。（授業観察） 

10

～

12 

 

◆ 

２ 

曲想と音楽の構造との関わりを

理解してその魅力を味わおう

「魔王」 

曲想と音楽の構造との関わりについ

て理解するとともに、曲や演奏に対

する評価とその根拠を自分なりに考

え、音楽のよさ、美しさを味わう。 

② 音色・旋律・形式・構成・強弱を知覚し、それらの働き

が生み出す特質や雰囲気を感受しながら、その関わり

について考えるとともに曲の美しさを味わって聴いてい

る。（ワークシート・授業観察・定期考査） 

 

２ 

日本の歌のよさや、美しさを感

じ取って歌唱表現を工夫しよう

「赤とんぼ」 

曲想と音楽の構造や歌詞の内容と

の関わりについて理解し、それを生か

して創意工夫して歌う。 

② リズム・旋律・強弱・形式を知覚し、それらの働きが生

み出す特質や雰囲気を感受しながら知覚したことと感

受したことの関わりについて考えどのように歌うか意図

を持っている。（ワークシート・定期考査） 
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５ 

音のつながり方の特徴を生か

して創作表現をしよう 

「リズムゲーム」「リズムアンサン

ブル 」 「 リ ズムチャ レンジ 」

「MyMelody」 

音のつながり方の特徴について理解

し、それを生かした創作表現をする。 

① 音のつながり方の特徴について理解している。（ワーク

シート） 

① 簡単なリズムの読譜、記譜、創作ができる。（ワークシ

ート） 

１ ５ 

箏曲の特徴を感じ取ってその

魅力を味わおう 

「さくらさくら」「六段の調べ」 

楽器の音色や響き奏法の関わりを理

解し、それを生かした器楽表現を行

う。 

① 基本的な箏の奏法を身につけ演奏することができる。

（実技テスト） 

② 音色・旋律・速度・構成・を知覚し、それらの働きが生

み出す特質や雰囲気を感受しながら、その関わりにつ

いて考えるとともに曲の美しさを味わって聴いている。

（ワークシート・授業観察・定期考査） 

２ 

◆ 
２ 

日本に古くから伝わる合奏に

親しみその魅力を味わおう 

「平調越天楽」 

曲想と音楽の構造との関わり、音楽

の特徴とその背景となる文化や歴史

について理解するとともに、曲に対す

る評価とその根拠、生活や社会にお

ける音楽の意味や役割について自

分なりに考えて音楽のよさや美しさを

味わって聴く。 

① 曲想と音楽の構造との関わり、音楽の特徴とその背

景となる文化や歴史について理解している。（定期考

査） 

② 音色・旋律・速度・構成・を知覚し、それらの働きが生

み出す特質や雰囲気を感受しながら、その関わりにつ

いて考えるとともに曲の美しさを味わって聴いている。

（ワークシート・授業観察） 

③ 曲想と音楽の関わり、特徴とその背景となる文化や歴

史、他の芸術との関わりに関心を持ち、音楽活動を楽

しみながら、取り組んでいる。（授業観察） 

３ ３ 

日本の民謡やアジアの諸民族

の音楽の特徴を感じ取ってそ

の魅力を味わおう 

鑑賞「日本の民謡」「アジアの

諸民俗の音楽」 

歌唱「ソーラン節」★ 

人々の暮らしの中から生まれた日本

の民謡を聴き、声や音楽の特徴を生

かして歌う。 

アジアの音楽を聴き、音楽表現の共

通性や、固有性について自分なりに

考え、音楽のよさ、美しさを味わって

聴く。 

① 曲想と音楽の関わり、特徴とその背景となる文化や歴

史、我が国の伝統音楽、アジアの諸民族の音楽の特

徴と多様性に関心を持ち、音楽活動に取り組んでい

る。（ワークシート） 

◆定期考査 ◇道徳 ★オリンピックパラリンピック教育 ☆人権教育 

 

評価計画（各観点の評価方法） 

観点 ① 知識・技能 ② 思考・判断・表現 ③ 主体的に学習に取り組む態度 

観 

点 

の 

趣 

旨 

・曲想と音楽を形作っている要素につい

ての関わりを理解している。 

・歌唱・器楽・創作表現をするために必

要な技能を身につけている。 

・音楽を形作っている要素を知覚し、そ

れらが生み出す特質や雰囲気を感受

し、知覚したこととの関わりについて考

え、どの様に表現するか思いや意図を

持っている。また、曲や演奏に対する

評価とその根拠を自分なりに考え、音

楽のよさや美しさを味わって聴いてい

る。 

・曲想と音楽を形作る要素との関わり

に関心を持ち、音楽活動を楽しみな

がら、主体的・協働的に学習活動に

取り組む。 

評 

価 

の 

方 

法 

・実技テスト 

・ワークシート 

・定期考査 

・ワークシート 

・実技テスト 

・定期考査 

・授業観察 

・提出物 

・定期考査 

 

学習のアドバイス 

（１）授業態度 いつでも積極的に取り組みましょう。忘れ物がないようにしましょう。 

 

（２）提 出 物 指定された期限に必ず出しましょう。丁寧に記入しましょう。 

 

（３）ふりかえり 定期テストの前には必ず復習をしましょう。音楽の表現に関する言葉、記号、その意味についてはしっかり覚えましょう。  

 


